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●
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
１
か
月
。
私
事
だ

が
来
年
は
30
歳
の
大
台
だ
。
先
日
小
学
校

へ
取
材
に
行
く
と
、
児
童
が
年
齢
を
尋
ね

て
き
た
。「
18
歳
」
と
答
え
る
と
、
何
の
反
応

も
な
く
児
童
は
立
ち
去
っ
た
。
ふ
と
、
年

齢
を
大
幅
に
ご
ま
か
す
大
人
を
冷
た
い
目

で
見
て
い
た
自
分
の
幼
少
期
を
思
い
出
し
、

改
め
て
自
分
の
年
齢
を
感
じ
だ
。  

〈
和
久
〉

崩く
え
ど道

の
祇ぎ

お
ん園

祭
り

新

市
史
抄
片

編
集
後
記

●
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
ア
イ
ソ

ン
彗
星
が
接
近
。
こ
の
彗
星
は
太
陽
を
周

回
し
な
い
の
で
、
最
初
で
最
後
の
観
察
に
。

今
年
は
天
体
シ
ョ
ー
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ

て
、
あ
る
人
か
ら
「
天
文
部
に
入
っ
て
い

た
の
？
」
と
聞
か
れ
た
こ
と
も
。
広
報
で

カ
メ
ラ
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、

は
ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
な
あ
…
。〈
賢
治
〉

平成 25 年 10 月末現在

人 のうごき

　

柳
川
市
南
浜
武
字
六ろ

く

ろ

べ

え

び

ら

き

郎
兵
衛
開
で
は
、

旧
暦
６
月
17
日
に
風
水
害
除よ

け
と
疫
病
退

散
祈
願
の
祇
園
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

祭
り
当
日
の
早
朝
か
ら
ダ
イ
ジ
ャ
ヤ
マ（
大

蛇
山
）
と
呼
ば
れ
る
雌
雄
一
対
の
大
蛇
を

作
る
。
製
作
は
、
本
来
小
学
校
４
年
か
ら

中
学
２
年
ま
で
の
男
子
（
中
学
校
２
年
生

全
員
を
カ
シ
ラ
、
同
１
年
生
全
員
を
ナ
カ

ガ
シ
ラ
と
い
う
）
が
担
当
す
る
。
現
在
は

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
た
の
で
大
人
が
加

勢
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

  

大
蛇
の
胴
回
り
は
約
１
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
は
オ
ス
が
10
メ
ー
ト
ル
、メ
ス
は
８
メ
ー

ト
ル
程
で
あ
る
。
胴
体
か
ら
尻し

っ

ぽ尾
に
か
け

て
の
部
分
は
麦
ワ
ラ
、
口
（
上
あ
ご
と
下

あ
ご
）
は
稲
ワ
ラ
で
作
る
。
頭
部
と
胴
体

の
部
分
の
ワ
ラ
の
上
か
ら
潟
泥
を
塗
り
、

そ
の
上
に
、
ウ
ロ
コ
、
目
玉
、
髯ひ

げ

、
歯
、

角
を
付
け
る
。
ウ
ロ
コ
に
は
シ
ジ
ミ
ガ
イ
、

ミ
ゾ
ガ
イ
、
カ
キ
殻
を
、
歯
は
オ
ス
は
ア

ゲ
マ
キ
、
メ
ス
は
お
歯
黒
を
付
け
て
い
る

よ
う
に
見
せ
る
た
め
ミ
ド
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン

ガ
イ
を
、
眼
は
堀
の
中
に
生
息
し
て
い
る

ミ
ゾ
ゲ
（
オ
ス
は
銀
色
、
メ
ス
は
金
色
に

彩
色
す
る
）
で
、
舌
は
厚
紙
、
角
は
ヤ
ナ

ギ
の
枝
を
用
い
る
。

  

オ
ス
は
広
場
の
大
き
な
エ
ノ
キ
に
胴
体

と
尻
尾
を
巻
き
付
け
、
樹
上
か
ら
下
り
て

来
た
よ
う
に
、
メ
ス
は
観
音
堂
裏
手
の
堀

か
ら
上
が
っ
て
き
た
よ
う
に
配
置
す
る
。

大
蛇
の
頭
は
、
南
の
方
角
を
向
く
よ
う
に

そ
ろ
え
て
固
定
す
る
。
頭
部
の
先
の
く
ぼ

地
を
池
に
見
立
て
、
血
を
吐
い
て
い
る
よ

う
に
す
る
。
夜
に
な
る
と
、
花
火
を
仕
掛

け
た
大
蛇
の
口
か
ら
、
災
難
除
け
の
火
を

噴
く
。

  

翌
朝
６
時
ご
ろ
、
子
ど
も
た
ち
は
大
蛇

を
解
体
し
て
リ
ヤ
カ
ー
で
沖
端
川
ま
で
運

び
、
引
き
潮
時
を
見
計
ら
っ
て
川
に
流
す
。

か
つ
て
は
、
川
中
ま
で
泳
い
で
い
っ
て
流

し
て
い
た
が
、
今
は
川
岸
か
ら
流
す
よ
う

に
な
っ
た
。
な
お
、
目
玉
、
耳
、
舌
は
魔

除
け
の
縁
起
物
と
し
て
カ
シ
ラ
が
そ
れ
ぞ

れ
持
ち
帰
り
、
玄
関
先
に
飾
る
。

  

大
蛇
山
の
よ
う
な
造
り
物
を
伴
う
祭
り

と
し
て
、
市
内
の
中
島
の
大
蛇
山
が
あ
る
。

た
だ
、
中
島
の
そ
れ
は
山だ

し車
に
載
せ
て
移

動
す
る
。
九
州
の
「
造
り
山
」
の
ほ
と
ん

ど
は
、
中
島
と
同
様
に
動
く
形
式
で
あ
る

が
、
崩
道
は
固
定
し
た
「
山
」
で
あ
る
。

こ
れ
は
「
造
り
山
」
本
来
の
姿
を
と
ど
め

て
お
り
貴
重
で
あ
る
。

市
史
編
集
委
員
　
安
田
宗
生

●
「
ふ
る
さ
と
寄
付
」
を
知
っ
て
ま
す
か
。

寄
付
額
に
応
じ
て
税
金
の
控
除
が
あ
る
他
、

市
で
は
１
万
円
以
上
の
寄
付
者
に
記
念
品

を
送
っ
て
い
る
。
今
回
、
記
念
品
の
種
類

を
大
幅
に
増
や
し
た
。
親
戚
な
ど
市
外
在

住
者
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
市
へ
の
寄
付
の
お

願
い
を
。
柳
川
が
詰
ま
っ
た
記
念
品
が
送

ら
れ
て
く
る
こ
と
間
違
い
な
し
。〈
英
一
〉

■ 

問
い
合
わ
せ

　

 

市
生
涯
学
習
課
市
史
編
さ
ん
係
（
☎
72
・
１
２
７
５
）

●人口 70,352 人（前月比 -45）
　　男　33,320 人（-6）
　　女　37,032 人（-39）
　　　   出生　46 人、死亡   66 人

　　　   転入 127 人、転出 152 人

●世帯数　24,933 世帯（18）
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今号の内容

◆市民のひろば (6-7)　◆川柳 (7)　◆図
書館 ･ 水の郷ニュース、柳川百選まち歩き
(8-9)　◆情報わいど (10-15)　◆がんばっ
たね (16)　◆柳川にこの人あり 山下孝彦さ
ん (16)　◆もちふみデビュー (17)　◆保健
ガイド (18-19)　◆新市史抄片 (20)

◆ご存知ですか ? 民生委員児童委員
◆秋の叙勲、褒章 ほか

◆自動車の観光広告物製作助成 ほか

ページ

2 ～ 3
4
5

中学生 伝統文化を体感
　三橋中学校で 11 月 15 日、一流の舞台芸術に触れる文化芸術体験
がありました。これは、次代を担う子どもたちの発想力の育成や芸
術鑑賞の向上を目的に、文化庁が行う巡回公演事業。同校 1、2 年生
262 人は、日本舞踊協会による長唄「連

れ ん じ し

獅子」の舞台鑑賞の他、日
本舞踊の美しいおじぎや立ち座り、扇子の使い方などを学びました。
また、10 月のワークショップで「さくらさくら」を練習した生徒は、
浴衣を着て踊りを披露。日本の伝統文化に触れた 1 日となりました。

崩道の祇園祭りの大蛇を製作し
ている様子。子どもや大人がウロ
コに見立てた貝殻を付けたり、泥
を塗り付けたりしている

夜に行われる祇園祭りの様子。大
蛇の口に取り付けた花火から火
が噴き、祭りも最高潮に



担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名
新町、椿原町 山㟢 陽子 宮下 江上 俊行 甲木、上土居 塩塚 弘之
出来町、細工町 鴨角 正統 野村 乗富 さゆり 中土居、荒開 小宮 大吉
南・北長柄町、東魚屋町、小道具町 島村 啓子 南間 彌永 惠美子 弁天、大和干拓 平河 久美子
隅町 江口 一毅 沖田 北原 俊 三五平 坂井 栄子
椿原町隅町南団地、旭町南 毛利 正一郎 久々原 荒巻 和子 西在内山 平川 義信
旭町北、横山町、曙町 石川 美★子 田脇 古賀 勝喜 下町 田中 みつ代
京町、片原町 川島 信子 八ツ家 佐藤 良二 中町、西上町 髙田 幸子
恵美須町、常盤町、八軒町 石谷 哲之 七ツ家東 梅崎 和彦 東上町 髙田 文明
辻町、中町、八百屋町、西魚屋町 梅崎 光子 七ツ家西 梅㟢 哲正 新 ･ 旧北二重 平河 久博
上町、蟹町、材木町、糀屋町 富崎 隆夫 長藤 末吉 義直 西・南二重 平河 康子
保加町、本・新船津町 待鳥 ミヤ子 浜武 藤木 道德 上ケ地 平川 初男
元町、鍛冶屋町、成町
団地、若宮団地

尾﨑 德子 諸藤 河村 優 新村 川口 貢
古賀 鍋嶋 洋子 吉開 友添 文子

北筑紫 太田 廣行 崩道東、中野 石橋 メイ子 起田 弥永 ひろ子
本町北、一新町、柳町 塚本 正憲 崩道中 椛島 清香 木元 吉開 玉子
本町中、袋町、坂本町 小野スエ子 崩道西、昭南町 荒巻 利弘 磯鳥 森田 憲光
奥州町、本町南 堤 久 吉原 待鳥 武 上久末 吉田 美代子
城南町、茂庵町・本城町 中野 重子 蒲生、本園 廣松 一正 下久末 中野 未子
本城町西北、立花団地 荒巻 斌肆 下田町 後藤 猛 百町 1･2 区 河口 ちづる
新外町北 大隈 輝政 金納 西 晴美 百町 3･4 区 大橋 順子
新外町南、鬼童町、城隅町 青木 紀子 井手、中牟田 島松 征男 中山 1 新開 秀子
宮永町 柏原 正憲 立石 吉武 敏彦 中山 2･3、桜の木団地 川口 文子
西 ･ 東本田 龍 紀美子 町・北矢加部 大坪 一博 中山 4 川口 一代
筑紫 杉原 テルヨ 鹿島 金子 洋子 北村 荒木 八重子
中北町、西北町 横山 正司 京手団地、荻島 冨安 正之 六田、垂見南 白石 小夜子
元稲荷町、札の辻、宗信町、東荒野 松藤 英身 根葉、中古賀 金縄 貢 中通り、宮ノ前、垂見下、平木 土肥 とみ子
南町、沖端町 髙椋 節子 本村 髙口 仁 沖田、水町 大笹 美ち代
平川町、東南、西浦町 川上 匡彦 中村、蒲池野田 梅㟢 清治 棚町 秋原 滋子
船津口、矢留開 吉原 哲 蒲池団地 宮原 富美子 白鳥、島田 古賀 公子
宮籠、矢留本町 加藤 君代 西徳益 中村 ラン子 御仁橋 川口 光惠
雁喰、柴原、中小路 池内 秀郎 北・南徳益 横山 建美 五拾町 大橋 忠秀
馬場小路、本家 今村 年光 野田、四十丁樋 本木 裕子 南矢ケ部南 ･ 中・東 梅㟢 安芸子
弥四郎町、八幡町、吉富町 1･2･3、吉富町 5 甲斐原 一美 四十丁、南四十丁 福田 千洋子 南矢ケ部西、中矢ケ部 大渕 キミヱ
安良開、善吉、流町、作出 山田 利幸 上塩塚東 武藤 鳥子 枝光 松藤 賢一
吉富矢留団地、内開、外開、新開 浦川 清春 上塩塚西 山田 典子 江曲北 武田 元也
鳥の水、御仮橋、蟹町 柿野 晋 下塩塚 武末 美之 江曲南・江曲団地 石橋 憲昭
猟町、古川、対米団地 江口 眞理子 南野 白谷 眞由美 藤吉 山田 久惠
対米、八丁 江口 智德 作出 井上 武 今古賀 髙﨑 久光
四丁開、新田、大城 蒲池 公隆 明古 渡★ 京子 立花通り、西鉄通り 中島 寿代
番所、道穴、中開 山田 政徳 流町、中開、番所 武藤 理一郎 下百町 園田 惠
三条、薬小路、中ノ古賀、北小路 堤 玲子 南開 松藤 清志 蒲船津 1 中村 アツ子
西小路、南小路、田中小路 竹下 俊文 島 升永 由美子 蒲船津 2 古賀 とも子
中開、十二丁、善内、上八丁、四平 関 達也 鷹尾 田尻 めぐみ 蒲船津 3 石橋 安子
城戸、舎人、豊後屋 川上 繁生 西津留、古川 山田 正孝 蒲船津 4 中村 イソ子
下八丁、東ノ切 池末 栁一 下棚町、二丁 黒木 眞由美 正行 橋本 スミ子
中ノ切、西ノ切 福山 隆信 中棚町、江崎 江㟢 國治 蒲船津散田 田中 凉子
西六十丁、寿硯、村山、明治 古賀 光次 鷹園団地、鷹尾北 礒 惠美子 高畑 1 阿志賀 文雄
中六十丁、東六十丁、橋本町 髙口 猛春 由布、田尻、政屋、二十五丁 松藤 千代喜 高畑 2 藤丸 智子
宮上北 古賀 勇生人 宇土、江島 浦 幸子 高畑 3・4・5 與田 和廣
宮上南 北嶋 清二 皿垣 黒田 隆

　
「
民
生
委
員
」
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ

い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常

勤
の
特
別
職
公
務
員
で
す
。
福
祉
の
増
進
の

た
め
に
、
地
域
住
民
の
立
場
か
ら
生
活
や
福

祉
全
般
に
関
す
る
相
談
、
支
援
活
動
を
行
い
、

任
期
は
３
年
。
児
童
福
祉
法
に
よ
っ
て
「
児

童
委
員
」
も
兼
ね
て
い
て
、
児
童
の
健
全
育

成
や
子
育
て
の
不
安
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
る
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
担
当
区
域
を
持
た
ず
、
児
童
問
題

を
専
門
に
担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」
が

い
ま
す
。
主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
問
題
が

多
方
面
に
わ
た
っ
て
増
加
す
る
傾
向
を
受
け

て
、
平
成
６
年
に
国
が
新
た
に
設
置
。
担
当

区
域
を
持
つ
児
童
委
員
と
一
体
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
民
生
委
員
法
に
定
め
ら
れ
た

「
社
会
奉
仕
の
精
神
」
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
ま
す
の
で
、
給
料
は
支
払
わ
れ

ず
、
交
通
費
や
電
話
代
な
ど
の
活
動
費
の
み

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

支
援
を
必
要
と
す
る
人
と

行
政
や
専
門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役

　

少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
の
つ

な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今
日
、
子
育
て

や
介
護
の
悩
み
を
抱
え
る
人
や
、
障
害
の
あ

る
人
、
高
齢
者
な
ど
が
孤
立
し
、
必
要
な
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
住
民
と
行
政
や
専

門
機
関
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
を
務
め
る
の
が

民
生
委
員
の
役
割
で
す
。

　

今
回
の
一
斉
改
選
で
、
柳
川
市
の
民
生
委

員
は
１
７
０
人
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

主
任
児
童
委
員
は
20
名
で
す
。
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
へ
の
支
援
が
必
要
な
と
き
、
子

育
て
や
介
護
で
の
心
配
ご
と
や
不
安
と
い
っ

た
困
り
ご
と
が
あ
る
と
き
は
、
お
住
ま
い
の

地
域
の
民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
へ
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
、
相
談
し
た
人
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
、
民
生
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
「
笑
顔
で
つ
な
が
る
福
祉
の
ま
ち
柳

川
」
に
向
け
て
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
☎
77
・
８
５
１
２
）
ま
で
。
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民生委員・児童委員

主任児童委員
担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名

柳河 生田 裕子 両開 江口 政子 大和 本多 博 二ッ河 木下 久美子
城内 古賀 美芳 昭代 1 佐藤 照子 六合 松藤 直子 中山 安永 万里江
沖端 森田 令子 昭代 2 松尾 惠美子 皿垣 北島 知佐子 垂見 大橋 宏子
西宮永 宗 福江 蒲池 森田 豊子 有明 甲斐田 昌利 藤吉 大淵 京子
東宮永 髙田 ムツ子 豊原 櫻木 惠美子 中島 小杉 達雄

　民生委員になって 1年あまり
の新米ですが、いろんな年代の
地域の人とのつながりができて
楽しいです。高齢者や障害者の
世帯を中心に定期的に訪問した
り相談を受けたりしています。
「相談したいことがある」と連絡
があれば、急いで駆け付けます
よ。まだまだ勉強不足ですが、
生活で困ったこと、心配ごとが
あれば、私たち民生委員に気軽
にご相談ください。

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
、 

ま

た
日
常
の
見
守
り
の
た
め
の
大
き
な
力
と

な
る
の
が
、
地
域
の
住
民
同
士
の
「
つ
な

が
り
」
で
す
。

　

こ
の
「
つ
な
が
り
」
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
（
以
下
「
民
生
委
員
」）
で
す
。

12
月
１
日
、
３
年
に
１
度
の
一
斉
改
選
が

行
わ
れ
た
民
生
委
員
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

浦 幸子 さん
（皿垣開、63歳）

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

大和町宇土・江島地区担当

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱

浦幸子民生委員の訪問を受ける久冨利幸さん（栄、76 歳）。
親身になって話を聞いてくれる浦さんの存在は心強い

柳　

河

城　

内

沖
端

西
宮
永

東
宮
永

両
開

昭
代

昭　

代

蒲　

池

豊
原

大
和

六
合

皿
垣

中　

島

二
ッ
河

中
山

垂
見

矢
ヶ
部

藤　

吉

有
明

ご存知ですか？地域の身近な相談相手

民生委員・児童委員
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児520人が元気に防火を誓う
11 月 8 日に 第 24 回柳川地区幼年消防クラブ大会を開催

　秋の火災予防週間を前に、11 月 8 日、市民体育館
で幼年消防クラブ大会が開催されました。同大会には、
市内 21 の幼年消防クラブから園児 520 人が参加。同
大会では、市消防本部の消防隊員がロープを使った救
助訓練を実演したり、消防服を紹介したりしました。
また、園児による防火綱引きやダンスも行われ、会場
に詰めかけた保護者は、かわいい園児の姿を収めよう
とカメラを向けていました。最後に園児全員で「私た
ちはぜったい火あそびはしません」などの防火の誓い
を元気に唱えました。

園

平
成
25
年
秋
の
叙
勲
、
褒
章
が
11
月
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
公
共
に
対
し
て
功
労
の
あ
っ
た
瑞ず

い
ほ
う宝
中ち

ゅ
う
じ
ゅ
し
ょ
う

綬
章
、
各
分
野

の
発
展
に
尽
力
し
た
藍ら

ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

綬
褒
章
の
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
液
体
の
牛
乳
が
、
チ
ー
ズ
や
バ

タ
ー
の
よ
う
な
固
体
に
な
る
こ
と

が
面
白
く
て
研
究
に
没
頭
し
ま
し

た
」
と
話
す
大
橋
さ
ん
。
チ
ー
ズ

や
バ
タ
ー
、
ハ
ム
な
ど
の
畜
産
物

の
製
造
や
加
工
な
ど
が
専
門
分
野
。

本
場
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
研
究
し

た
経
験
も
あ
り
ま
す
。

　

伝
習
館
高
校
、
宮
崎
大
学
農
学

部
農
業
化
学
科
を
卒
業
後
、
昭
和

41
年
に
同
大
学
農
学
部
助
教
授
、

48
年
に
同
大
学
教
授
、
農
学
部
長

な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
10
年
に
同

大
学
を
定
年
退
職
。
同
年
６
月
に

同
大
学
の
名
誉
教
授
の
称
号
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
北
九
州
市
の
九
州

栄
養
福
祉
大
学
の
学
校
設
立
に
合

わ
せ
て
、
食
物
栄
養
学
部
の
学
部

長
に
就
任
。
現
在
も
同
大
学
の
客

員
教
授
と
し
て
、
月
１
回
、
学
生

の
前
で
講
義
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
究
で
は
、
チ
ー
ズ
の
物
性
や

構
造
、
ま
た
季
節
ご
と
に
成
分
調

整
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
に
適
し
た
良
質
な
チ
ー

ズ
を
安
定
し
て
作
り
出
す
こ
と
に

成
功
。
平
成
２
年
、
日
本
酪
農
科
学

学
会
か
ら
学
会
賞
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
大
学

の
牧
場
で
、
た
く
さ
ん
の
牛
や
豚

な
ど
の
世
話
を
し
な
が
ら
研
究
し

て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
専
門
分

野
だ
け
で
な
く
幅
広
い
勉
強
が
で

き
ま
し
た
」
と
穏
や
か
な
目
で
話

す
大
橋
さ
ん
。「
今
後
は
今
ま
で
の

研
究
や
授
業
の
内
容
を
ま
と
め
な

が
ら
、
経
験
を
生
か
し
て
、
地
元

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
語
り
ま
し
た
。

　
「
ま
だ
ま
だ
先
輩
の
保
護
司
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
に
、
私
の
よ
う
な

も
の
が
受
け
て
い
い
も
の
か
と
思

い
ま
し
た
」
と
話
す
村
上
さ
ん
。

罪
を
犯
し
た
人
な
ど
の
社
会
復
帰

を
促
す
保
護
司
と
し
て
25
年
間
尽

力
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
柳
川

保
護
区
保
護
司
会
の
副
会
長
も
務

め
ま
す
。

　

村
上
さ
ん
が
保
護
司
の
道
に
進

ん
だ
の
は
、
長
栄
寺
15
代
目
住
職

と
な
っ
た
約
25
年
前
。
剣
道
の
指

導
を
通
じ
て
青
少
年
と
関
わ
る
村

上
さ
ん
の
姿
を
見
て
い
た
、
先
輩

保
護
司
か
ら
の
勧
め
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
村
上
さ
ん
は
柳
川
武
道

館
の
初
代
館
長
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
た
く
さ
ん
の
青
少
年
に
剣
道
を

指
導
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
20
、

30
代
の
こ
ろ
は
市
内
小
中
学
校
の

助
教
諭
や
公
民
館
主
事
補
と
し
て

活
躍
。
夜
遅
く
ま
で
真
剣
に
向
き

合
っ
た
人
と
の
付
き
合
い
は
、
今

で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

保
護
司
に
な
っ
て
か
ら
は
「
犯

罪
を
犯
し
た
人
も
、
常
に
私
と
同

じ
人
間
と
い
う
立
場
で
付
き
合
っ

て
い
ま
す
」
と
話
す
村
上
さ
ん
。

「
環
境
が
変
わ
れ
ば
私
が
罪
を
犯

す
か
も
し
れ
な
い
。
環
境
が
整
え

ば
、
必
ず
人
は
立
ち
直
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
た
め
の
職
場
や
地

域
の
環
境
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す

る
、
影
武
者
の
よ
う
な
役
目
で
す

よ
」
と
話
し
ま
す
。「
自
分
で
立
ち

直
り
た
い
と
い
う
意
識
の
目
覚
め

が
あ
れ
ば
、
必
ず
立
ち
直
れ
ま
す
。

そ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
ら
れ
た
ら

最
高
で
す
ね
」
と
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
語
り
ま
し
た
。

保護司

村上 義
ぎ ほ う

法 さん
（67歳、細工町）

瑞宝中綬章

罪を犯した人の
社会復帰に尽力

九州栄養福祉大学客員教授

大橋 登
と み お

美男 さん
（80歳、垂見）

藍綬褒章

秋
の
叙
勲
、褒
章

　

豊
原
小
学
校
が
、「
第
２
回
校
務

支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
通
知
表
コ
ン

テ
ス
ト
」
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
パ
ソ
コ

ン
で
作
成
し
た
通
知
表
の
出
来
栄
え

を
審
査
す
る
も
の
。
同
校
の
通
知
表

は
、
１
年
間
の
歩
み
が
い
ろ
な
角
度

か
ら
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
の

通
知
表
の
内
容
だ
け
で
な
く
、
目
指

す
姿
や
特
色
を
保
護
者
に
伝
え
、
児

童
の
写
真
や
健
康
診
断
の
結
果
、
皆

勤
賞
や
記
録
賞
の
賞
状
な
ど
が
フ
ァ

イ
ル
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　
　

11
月
５
日
、
同
校
の
新
谷
裕
幸

校
長
と
江
頭
彰
子
主
幹
教
諭
が
、
市

役
所
三
橋
庁
舎
を
訪
れ
て
黒
田
教
育

長
へ
受
賞
を
報
告
。
新
谷
校
長
は「
今

後
も
工
夫
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
　
原
小
学
校
が
通
知
表

コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞黒田教育長に受賞報告を行った豊原小学

校の新谷校長（中央）と江頭主幹教諭（右）

防火の法被を着て元気に綱引きをする園児たち

　柳川地区幼少年婦人防火委員会は 11 月 13 日、
昨年の柳川地区幼年消防クラブ大会で総合司会を務
めた、中島保育園の主任保育士、江頭裕子さんを防
災功労者として表彰しました。
　柳川地区幼年消防クラブは昭和62年に結成され、
現在市内の幼稚園や保育園に通う園児 1762 名で構
成。平成元年から幼年消防クラブ大会を開いていま
す。昨年の大会には21クラブ511名の園児が参加。
江頭さんは大会の中で総合
司会者として、大会内容の
企画、立案に参加し、来場
した市民の防火意識の高揚
に貢献したとして、防災功
労者の表彰を受けました。
　江頭さんは「緊張しなが
らも楽しく、無事大役を果
たすことができました。あ
りがとうございました」と
お礼を述べました。

防災功労者として江頭さんに感謝状

感謝状を手に江頭さん

豊

　水郷柳川の風物詩「水落
ち」が行われます。
　これは、柳川の旧城下町
地区（柳河・城内・沖端地区）
の掘割を良好な環境に保つ
ために行うもの。市街地を
巡る掘割の水を落として毎
年多くの市民が清掃を行い、
川底の日光消毒をする、年

に 1度の大切な行事です。期間中は市街地の掘割の水
が極端に少なくなり、防火用水が不足します。火の取
り扱いにはくれぐれも用心してください。

●水落ち期間　2月 13 日（木）、午後 4時～ 2月 22
日（土）、午前 10時までの10日間
※水落ち期間は、「川下り」の運行が変更されます。詳
しくは、各舟会社へお尋ねください。

　問い合わせは、市水路課水路管理係（☎ 77・8742）
まで。

　市は、長距離を走るトラックなどの車両に「川下り」
や「さげもん」などの観光 PRのための広告物を掲載
した場合、製作費の一部を助成する事業を 12月から始
めます。会社などの車を使って、観光 PRに一役買い
ませんか。

●対象事業者　主な事業所が市内にある企業（個人含む）
●対象事業　自動車に、「川下り」や「さげもん」など
の柳川の観光資源、「のり」や「うなぎのせいろむし」
など柳川の物産の図案や「柳川」の文字を含む広告物
の作製

●助成額　観光広告物の製作や掲載に必要な費用の 2
分の 1 以内（上限
25万円）。交付は 1
年度につき1回限り
　問い合わせは、市
観光課観光推進係

（☎ 77・8563）ま
で。

堀の水落ちは2/13～2/22 両で観光ＰＲしませんか
期間中は毎年市民が掘割を清掃 観光広告物製作事業助成金を開始城 車

畜産物利用の研究
で社会に貢献

「さげもんめぐり」の図案を掲載したトラック



人権の花運動 感謝状贈呈式

　北原白秋の歌を歌い継ごうと 11月 7日、市小学校白
秋音楽まつりが市民会館で行われました。市内 19の小
学校の 1年生から 4年生までの児童約 900 人が、学校
ごとにステージに上がり、白秋が作詞した「さより」や「す
かんぽの咲くころ」などを合唱。多くの保護者も詰めか
ける中、リコーダーや打楽器などの演奏もあり、合唱や
演奏が終わるたびに、大きな拍手が沸き起こりました。
最後は、全員で「ゆりかごのうた」を大合唱しました。

第 36 回柳川市小学校音楽まつり
白秋先生の歌を歌い継ごう

　

　柳河小学校 4年生 50人は 11月 12日、「さげもん」
作りを行いました。これは、地域の伝統を受け継ごうと、
10年ほど前から取り組んでいるもので、市内でさげも
ん教室を開く講師を迎えて実施。子どもたちは、保護者
と一緒に、ちりめんやフェルトなどの布とボンドを使っ
て、うさぎやえびなどの「さげもん」とまりを作りまし
た。12月に糸を通し、1対のさげもんを完成させる予定。
来年2月からの「さげもんめぐり」で、恵美須町の西方
寺に飾られます。

柳河小学校「子どもさげもん」作り
さげもん作りで伝統にふれる

　大和町文化協会による大和町文化祭が、11月 16日と
17日の 2日間、大和公民館で開催されました。大ホー
ルでは、同協会会員が歌や踊り、大正琴、芝居などの芸能
発表などを披露。研修室や和室では、絵画や書道、生け
花、ちぎり絵などの作品展示の他、茶席やバザーなどの
催し物がありました。郷土史部は、戦国時代の大和町地
域にあった 5つの城を、写真や地図などを使って紹介。
同部員による、塩塚城の位置についての新しい考察もあ
り、同部員の解説に来場者は熱心に聴き入っていました。

白秋祭協賛 第 34 回大和町文化祭
会員の力作がずらり

第 8 回柳川市子ども会スポーツ大会
ボールに力こめ熱戦

川
柳

水も人も

キラリ

ど
ん
ど
火
の
風
を
引
き
連
れ
海
へ
出
る
　
　	

　

流
青

今
月
の
入
選
作
品
・
課
題
「
書
く
」

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
選
句
者
は
梅
崎
流
青
さ
ん
。
1
月
の
課
題

は
「
新
春
雑
詠
」
で
す
。
入
選
作
品
は
１
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

川
柳
と
明
記
し
、
自
作
、
未
発
表
の
作
品
（
※
１
人
３
句

以
内
）
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
、
柳
川
庁
舎
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
77
・
８
４
２
５
、

ＦＡＸ
74
・
５
５
２
０
）
へ
、
12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

力
強
き
筆
致
の
魚
拓
残
り
た
り

黒
田
和
代
（
吉
富
町
）

ご
め
ん
ね
と
口
で
は
言
え
ず
走
り
書
き

良
い
話
肝
に
し
っ
か
り
書
き
止
め
る

書
き
添
え
て
ま
た
書
き
直
す
旅
便
り

肩
書
を
取
っ
た
ら
た
だ
の
お
爺
さ
ん

午
後
十
時
今
日
の
終
り
の
日
記
書
く

メ
モ
一
つ
書
き
込
む
明
日
は
晴
れ
そ
う
な

一
つ
願
う
想
い
を
こ
め
て
絵
馬
に
書
く

家
計
簿
が
赤
く
染
ま
っ
た
今
月
も

賀
状
も
ら
い
筆
の
重
み
は
墨
の
色

亡
き
人
の
介
護
の
日
記
滲
む
日
よ

カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
い
て
忘
れ
る
老
婆
か
な

ケ
イ
タ
イ
も
車
も
あ
る
が
手
紙
書
く

元
気
で
す
時
に
は
亡
母
へ
書
く
手
紙

感
動
を
し
っ
か
り
書
い
た
日
記
帳

こ
れ
以
上
罹り

さ
い災
は
御
免
絵
馬
に
書
く

手
紙
書
き
人
の
心
に
そ
っ
と
置
く

未
来
へ
の
道
を
書
き
足
す
卒
業
式

こ
の
気
持
ち
き
み
に
届
け
と
手
紙
書
く

文
字
を
書
く
言
え
な
い
自
分
も
見
せ
ら
れ
る

画
用
紙
に
人
の
心
を
え
が
く
ん
だ

西
田
ト
ミ
子

荒
巻
ミ
エ
ノ

森　

フ
チ
ヱ

樽
見
一
枝

中
原
由
美

吉
開
綾
子

甲
木
幸
栄

鶴
岡
定
子

藤
丸
洋
子

野
片
義
博

村
田
ミ
チ
子

佐
田
輝
喜

古
賀
麗
子

佐
藤
良
子

江
口
和
子

成な
り
き
よ清
悠ゆ
う
た太

松ま
つ
ふ
じ藤
晴は
る
か香

堤
つ
つ
み　

彩あ

ゆ結

黒く
ろ
だ田
梨り
ん
こ子

塩し
お
つ
か塚
紗さ

え英

　

振
り
返
る
来
し
方
の
何
と
淡
く
そ
し
て
危
う
い
こ
と
よ
。
一
枚
に
な
っ
た

師
走
の
暦
に
そ
っ
と
つ
ぶ
や
く
。
た
だ
一
つ
、
今
に
も
泳
ぎ
だ
し
そ
う
な
背

び
れ
胸
び
れ
、
光
る
鱗

う
ろ
こ

と
目
玉
が
今
年
の
収
穫
。
魚
拓
を
前
に
ま
た
一
つ
自

慢
話
が
増
え
た
。
そ
れ
で
充
分
で
は
な
い
か
。

（
中
島
）

（
南
浜
武
）

（
弥
四
郎
町
）

（
蒲
生
）

（
新
船
津
町
）

（
筑
紫
町
）

（
蟹
町
）

（
茂
庵
町
）

（
蒲
船
津
）

（
隅
町
）

（
蒲
船
津
）

（
明
野
）

（
吉
原
）

（
蒲
生
）

（
今
古
賀
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

（
中
島
小
６
年
）

元気な子どもたちの歌声が会場に響き渡った

人権イメージキャラクターの前で児童へ感謝状を贈呈

力の込もった書道の作品に見入る来場者

流
青

人権の花を育ててくれてありがとう

まりの作り方を教える講師の話を熱心に聞く児童

応
募
総
数
１
６
９
句
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　11 月 18 日、昭代第二小学校で「人権の花運動」の
感謝状贈呈式がありました。同運動は、児童が協力しな
がらヒマワリを育てることで、人権意識を育むことが目
的です。同校の 3年生 32人は、5月にヒマワリの種を
まき、7月には大人の背丈以上の高さにまで育て上げま
した。贈呈式では、児童に市人権擁護委員から感謝状の
他、サッカーボールや人権イメージキャラクターのスト
ラップが贈られました。

　市子ども会育成連合会と市は 11月 17 日、市民体育
館でドッジボール大会を開催しました。これは、スポー
ツを通じて子ども会同士の親睦を図り、子どもの健康増
進につなげることが目的。大会には、48チーム、726
人が参加しました。子どもたちは、日ごろの練習の成果
を発揮し白熱したプレーを見せ、会場は大いに盛り上が
りました。大会の結果、3・4年生男女の部で蒲池タイガー
ス、5・6年生男子の部で蒲池ファイヤーズ、同女子の
部で矢留クイーンズが優勝に輝きました。

多くの保護者が観戦する中、元気にプレーする子どもたち

身近な話題などお知らせください！

情報をお待ちしています
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図書館
ニュース

水の郷
ニュース

本館☎74-4111、FAX74-4946
　三橋図書館　　　☎74-6300
　雲龍図書館　　　☎76-1122
　両開分館　　　　☎74-4116
　昭代分館　　　　☎74-5111
　蒲池分館　　　　☎74-6200
　水の郷分室　　　☎75-6204

開館時間　午前10時〜午後6時
※ 平日の火～金曜日は本館のみ午

後 8 時まで開館。三橋図書館は
金曜日のみ午後 8 時まで開館
����12 月の休館日　月曜日（三橋図
書館は火曜日）
※  23 日（月・祝）は三橋図書

館と水の郷分室が開館
※  26 日（木）は資料整理のた

め全館休館
年末年始の休館日　12 月 28 日
〜 1 月 4 日は全館休館

総合保健福祉センター
　水の郷、水の郷くらぶ
　☎ 75-6200、FAX75-6210

　まほろばやまと　☎ 76-4833
　サンブリッジ　　☎ 73-6955
開館時間　午前9時〜午後9時
※ 温泉は午前 10 時～午後 8 時

30 分で、入場は午後 8 時まで。
図書館分室は午前 10 時～午
後 6 時。すこやかルームは午
前 10 時～午後 9 時
�12 月 の 休 館 日　2 日、9 日、
16 日、24 日、28 日〜 31 日

▶本館＝毎週土曜（第 4 土曜
は赤ちゃんおはなし会）、午後 2
時 30 分～▶三橋図書館＝第 2、
4 土曜、午後 3 時～▶雲龍図書
館＝第 2 土曜、午前 10 時 30
分～▶両開分館＝第 2 土曜、午
前 11 時～▶昭代分館＝第 1、3
土曜、午前11時～▶蒲池分館＝
第 2、4 土曜、午前 11 時～

おはなし会（小学生以下）

　水の郷「時事講
座」でおなじみの
元テレビ西日本客
員解説委員の中村
良三さんが、2014
年の世界と日本、
そして九州の展望
を解説します。

▪日時　12月 4日（水）、午後7時～（開
場は 30分前）

▪会場　水の郷 2階視聴覚室
▪入場料　500 円、入場券は水の郷事
務室で発売

▪講師プロフィル　1941 年生まれ。
64年西日本新聞社入社。68年から 15
年間、東京支社政経部で首相官邸など
政治や経済関係の取材を担当。83年か
ら 13年間論説委員。08年 9月までテ
レビ西日本の客員解説委員として「TNC
ジャーナル」を担当

１
月
の
水
の
郷
シ
ネ
マ

探
偵
は
Ｂ
Ａ
Ｒ
に
い
る 

２

　照明を暗くした
部屋にキャンドル
を 灯 す と、 不 思
議と癒されません
か。お菓子やバラ
な ど の 形 を し た
キャンドルの作り
方を紹介。キャン

ドル作り初心者のための入門書です。

　双子のニコとニ
キは、魔女学校に
通うウサギの女の
子。でも 2 人は学
校一番の「へっぽ
こまじょこ」。夏の
キ ャ ン プ 大 会 で、
苦手なパトリシア

と同じチームになってしまい…。

へっぽこまじょこ�ニコとニキ
あいはらひろゆき 作・あだちなみ 絵（小学館）

はじめての手づくりキャンドル
（日本ヴォーグ社）

　「人生の醍
だ い ご み

醐味は
60 代以降にあり」と
語る著者がおくる「第
2 の人生」を満喫す
るための本です。群
れない、こもらない、
アテにしない、人生
もう一度輝ける生き

直しの技が書かれた 1 冊です。

60歳から下手な生き方はしたくない
川北 義則 著（大和書房）

新 着 図 書

　市立図書館本館と雲龍図書館で、
冬のおはなし会を催します。どちら
も入場無料。ぜひお越しください。
▪本館（児童コーナーおはなしの部屋）
日時　12 月 7 日（土）、午後 2 時
30 分～ 3 時 30 分
対象　小学生以下（先着順）
▪雲龍図書館（2階おはなしの部屋）
日時　12 月 14 日（土）、午前 10
時 30 分～
対象　小学生以下、先着 40 人
内容　大和町学校図書館の司書と折
り紙で雪だるまやクリスマスツリー
作り、大型絵本などのお話。当日整
理券を同館で配布

本館と雲龍図書館においでよ

冬のおはなし会開催

本館の 12 月無料映画会
12 月 14 日（土）、午前 11 時～＝
名画劇場「天使にラブ・ソングを…」

（100 分）、午後 3 時～＝子ども映
画「ダンボ」（64 分）

　水の郷は、12 月 28 日（土）
から 1月 4日（土）までは全館
休館します。
　なお、柳川温泉「南

はえんかぜ

風」は、
1月 2日（木）、3日（金）は、
午前 10 時から午後 5時 30 分
まで営業します。ただし、入場
は午後 5時までです。

年末年始の休館日

柳
川
百
選
ま
ち
歩
き

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
た
い
も
の
、
誇
れ
る
も
の
を

応
募
の
中
か
ら「
柳
川
百
選
」と
し
て
選
び
ま
し
た
。こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
郷
土
の
素

晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

第
56
回

　
「
柳
川
百
選
」
は
市
企
画
課
で
配
布
。
市
公
式
サ
イ
ト
で
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
問
い
合
わ
せ
は
、同
課（
☎
77
・
８
４
２
３
）へ
。

　

潮
の
干
満
差
が
最
大

約
６
メ
ー
ト
ル
と
日
本

一
を
誇
る
有
明
海
。
こ

の
干
満
の
差
を
利
用
し

て
、
柳
川
で
は
ノ
リ
養

殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ノ
リ
網
は
、

満
潮
の
と
き
は
海
中
で

す
が
、
干
潮
の
と
き
は

海
水
面
よ
り
上
に
な
り

乾
燥
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
養
殖
方
法
で
育
っ
た
ノ
リ

は
、
柔
ら
か
さ
と
豊
か
な
風
味
を
兼
ね
備
え
た
「
乾
の
り
」

と
し
て
、
市
場
で
高
い
評
価
を

受
け
て
お
り
、
柳
川
は
日
本
屈

指
の
高
級
の
り
の
産
地
と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ノ
リ
は
、
海
藻
の
中
で
も
タ

ン
パ
ク
質
が
多
く
、
食
物
繊
維

や
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
も
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ノ
リ
の
養
殖
は
江
戸
時
代

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
ノ

リ
が
網
に
付
く
か
ど
う
か
は
運

有
明
海
の
ノ
リ

ま
か
せ
。
昔
は
と
て
も
貴
重

品
で
し
た
。
今
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
生
産
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
夏
に
ノ
リ
が

貝
殻
の
中
で
生
息
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
60
年
く
ら
い
前

か
ら
で
す
。

　

ノ
リ
の
種
付
け
は
、
満
潮

時
の
海
水
温
が
ノ
リ
の
生
育

に
適
し
た
24
度
を
下
回
る
よ

う
に
な
る
と
解
禁
。
今
年
の
解
禁
日
の
10
月
19
日
は
、
明

け
方
ご
ろ
か
ら
緑
や
青
、
赤
な
ど
色
と
り
ど
り
の
ノ
リ
網

を
積
ん
だ
漁
船
が
、
市
内
７
か
所
の
漁
港
か
ら
ノ
リ
網
を

張
る
漁
場
へ
向
け
て
一
斉
に
出
港
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ノ
リ
の
胞
子
を
付
け
た
カ
キ
殻
を
入
れ
た
袋
を
結

び
つ
け
た
ノ
リ
網
は
、
漁
場
に
立
て
ら
れ
た
支
柱
に
張
ら

れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
カ
キ
殻
か

ら
出
た
ノ
リ
の
胞
子
は

網
に
付
い
て
約
１
か
月

で
成
長
。
11
月
下
旬
に
な

る
と
秋
芽
の
一
番
ノ
リ

が
初
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

　

ノ
リ
網
は
12
月
ご
ろ

に
冷
凍
保
存
し
て
い
た

ノ
リ
網
に
張
り
替
え
ら

れ
、
11
月
か
ら
３
月
ま

で
の
間
に
10
回
程
度
収

穫
さ
れ
ま
す
。

柳川温泉「南風」イベント

▪日時・料金　12月23日（月・祝）、
午後1時～、観覧無料（ただし温泉
入場料は必要）

日本舞踊 泉徳弓社中「名曲集」

 12 月のホールイベント

▪宮永保育園お遊戯会　7日（土）、

午前 9 時 30 分～、入場無料

▪第 14 回木村回生医院クリスマ

スコンサート　8 日（日）、午後 2

時～、入場無料

▪ 沖 端 保 育 園 お 遊 戯 会　21 日

（土）、午前 10 時～、入場無料

水の郷くらぶ 2013年度時事講座

2014 年、動の世界と
日本・九州の進路

　12 月の水の郷シネマはお休
み。1 月に上映します。
▪日時　1 月 11 日（土）、午
前 10 時 30 分、午後 1 時 30
分、午後 7 時の 3 回
▪料金　前売り 800 円、当日
1000 円

干
潮
の
有
明
海
で
、
海
中
か

ら
網
が
現
れ
た
ノ
リ
ひ
び

蒲池分館子ども映画会
12 月 7 日（土）、①午前 10 時 30
分～②午後 2 時 30 分～＝「ミッ
キーのマジカル・クリスマス」（65
分）、定員は各先着 30 人、無料

市民劇団「くもで座」

男性出演者募集
　柳川市民劇団「くもで座」
は 3 月 22、23 日に上演す
る「柳河国盗り物語～宗茂再
起への道～」の男性出演者を
募集します。条件は 1月から
毎週金曜日の夜の稽古に参加
できる 16歳以上の人。12月
27日（金）までに水の郷事務
室まで申し込んでください。

10
月
19
日
、
ノ
リ
の
種
付
け
が

解
禁
さ
れ
沖
へ
向
か
う
漁
船

十
分
に
育
っ
た
ノ
リ
を
箱
舟
に
載
せ

た
機
械
で
摘
み
取
っ
て
い
る
様
子



　

調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
票

へ
の
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
企
画
課
企

画
係
（
☎
77
・
８
４
２
３
）
ま
で
。

寝
た
き
り
高
齢
者
な
ど
の

寝
具
を
乾
燥
、
消
毒

　

市
で
は
、
１
月
に
寝
た
き
り
の

高
齢
者
な
ど
が
使
用
し
て
い
る
寝

具
を
乾
燥
、
消
毒
し
ま
す
。
専
用

車
で
お
宅
に
訪
問
し
て
作
業
し
ま

す
（
電
源
と
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
場
合
は
持
ち
帰
り
ま
す
）。

●
対
象　

寝
た
き
り
の
高
齢
者
、

認
知
症
高
齢
者
、
虚
弱
な
独
居
高

齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
寝

福
岡
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
す

　

１
時
間
の
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
12
月
10
日
に
改
定
さ

れ
ま
す
。

▽
製
鉄
業
、
製
鋼
・
製
鋼
圧
延
業
、

鋼
材
製
造
業
＝
８
４
８
円
▽
電
子
部

品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気

機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
＝
８
０
６
円
▽
輸
送
用
機
械
器

具
製
造
業
＝
８
２
８
円
▽
百
貨
店
、

総
合
ス
ー
パ
ー
＝
７
７
５
円
▽
自
動

車
（
新
車
）
小
売
業
＝
８
１
９
円

※
こ
れ
ら
の
特
定
最
低
賃
金
に
該
当

し
な
い
産
業
は
、
県
最
低
賃
金
１
時

間
７
１
２
円
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
岡
労
働
局
労
働

た
き
り
の
重
度
身
体
障
害
者
（
児
）

●
寝
具　

掛
け
布
団
、
敷
き
布
団
、

毛
布
、
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
１
人
４

点
ま
で
（
組
み
合
わ
せ
は
自
由
）

●
費
用　

２
０
０
円

●
申
込
方
法　

12
月
２
日
～
16
日

（
土
日
を
除
く
）
に
、
柳
川
庁
舎
福

祉
課
、
大
和
・
三
橋
庁
舎
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

で
申
し
込
み
を

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
係
（
☎
77
・
８
５
１
６
）
へ
。

オ
ス
ト
メ
イ
ト
勉
強
会

●
日
時
・
会
場　

12
月
15
日
（
日
）、

午
後
１
時
～
４
時
、
大
牟
田
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
大
牟
田
市
瓦

町
）

●
テ
ー
マ　
「
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
」
を

テ
ー
マ
に
、
専
門
看
護
師
に
よ
る

技
術
指
導
や
相
談
な
ど

　

詳
し
く
は
、
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協

会
福
岡
県
支
部
筑
後
南
分
会
長
の
松

岡
さ
ん
（
☎
88
・
１
６
６
４
）
へ
。

障
害
者
の
た
め
の

就
労
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

12
月
21
日
（
土
）、
午
後

１
時
30
分
～
４
時

●
会
場　

大
牟
田
文
化
会
館
（
大

牟
田
市
不
知
火
町
）

●
内
容　

企
業
で
働
い
て
い
る
障
害

者
の
講
話
な
ど
（
託
児
あ
り
）、
無
料

●
対
象　

障
害
者
や
そ
の
家
族
、

福
祉
機
関
の
関
係
者
な
ど

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

大
牟
田
市
障
害
者
協
議
会
（
☎
57
・

７
１
６
１
）
ま
で
。

農
林
漁
業
就
業
セ
ミ
ナ
ー

と
就
業
相
談
会

●
日
時　

１
月
５
日
（
日
）、
午
後

１
時
～
４
時
30
分

●
会
場　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
10
階

会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

中
央
街
）

●
内
容　

新
規
就
業
者
の
体
験
談

や
個
別
相
談
、
無
料
、
申
込
不
要

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
経
営
技
術

支
援
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
４
９
５
）
ま
で
。

情報わいど ①
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情 報
わいど

■固定資産税（第 4 期）
■国民健康保険税（第 7 期）

12月の納期限は12月25日税

音訳ボランティア「オルゴール」の協力で、
広報紙を音訳して CD やカセットテープ
に録音した「声の広報」も発行しています。
詳しくは、市企画課広報広聴係（☎ 77・
8425）まで。

公共施設などの問い合わせ☎
■柳川市役所
   柳川庁舎
   大和庁舎
   三橋庁舎
■柳川消防署
■日曜、祝日在宅医案内
■公民館
   大和公民館
   三橋公民館
   柳河ふれあいセンター
   城内コミュニティ防災センター

   矢留うぶすな館
   柳川農村環境改善センター
   有明まほろばセンター
   就業改善センター
   蒲池農村環境改善センター
　垂見コミュニティセンター
■柳川古文書館
■歴史民俗資料館
■市民会館
■市民体育館 
■大和 B&G 海洋センター体育館

■市民温水プール
■観光情報センター
■学童農園むつごろうランド

■クリーンセンター
■橋本不燃物処理場 

☎ 73ー8111 ＦＡＸ 74ー1374
☎ 76ー1111 ＦＡＸ 76ー1170
☎ 72ー7111 ＦＡＸ 73ー8405

☎ 74ー0119
☎ 74ー0112

☎ 76ー1116
☎ 73ー4489
☎ 72ー5478

☎ 73ー9556

☎ 73ー8398
☎ 73ー6793
☎ 73ー6792
☎ 73ー6790
☎ 73ー6791

☎ 72ー1037
☎ 73ー8940
☎ 72ー5168
☎ 74ー1221

☎ 76ー1120
☎ 73ー5905
☎ 73ー2145

☎ 72ー1334
☎ 72ー0819

☎ 74ー1211

☎ 72ー5230

火 10月の火災件数（かっこは前年）

1件（1件）
1 件
0 件
0 件
0 件
0 件

22件（11件）
8 件
0 件
2 件
3 件
9 件

件数
 建物全焼
 建物半焼
 建物部分焼
 建物ボヤ
 その他

累計

■
知
っ
て
得
す
る
　
国
民
年
金
の
話

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
は
民
間
委
託

～
保
険
料
の
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
～

　

日
本
年
金
機
構
は
、
民
間
業
者

に
委
託
し
て
、
国
民
年
金
保
険
料

が
納
め
忘
れ
に
な
っ
て
い
る
人
へ

の
電
話
や
文
書
、
個
別
訪
問
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
委
託
業
者　

(

株)

ア
イ
・
シ
ー
・

ア
ー
ル 

バ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
シ

ー
・
ヴ
ィ
・
シ
ー
共
同
企
業
体
（
☎

０
８
０
０
・
２
０
０
・
３
１
０
３
）

●
対
象
　
過
去
２
年
以
内
の
国
民

年
金
加
入
期
間
の
う
ち
、
保
険
料

納
付
の
確
認
が
で
き
な
い
期
間
が

あ
る
人

●
収
納
業
務
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
委
託
業
者
は
、
顔
写
真
付
き
身

分
証
の
「
納
付
督
励
員
証
明
書
」

を
提
示
し
ま
す
。

　

平
日
の
日
中
は
仕
事
な
ど
で
連

絡
が
つ
き
に
く
い
た
め
、
午
前
８

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
時
間

や
、
土
日
、
祝
日
に
も
電
話
や
訪

問
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
確
認
の
た
め
、
基

礎
年
金
番
号
や
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

●
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

　

委
託
業
者
は
、
銀
行
の
口
座
番

号
を
指
定
し
て
、
現
金
自
動
預
け

払
い
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
で
保
険
料
の

振
り
込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
日
本
年
金
機
構
が
発
行

し
た
納
付
書
を
持
っ
て
い
な
い
人

か
ら
、
保
険
料
を
預
か
る
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
大
牟
田
年
金

事
務
所
（
☎
52
・
５
２
９
４
）
か

市
健
康
づ
く
り
課
（
☎
77
・
８
５

３
３
）、
大
和
・
三
橋
庁
舎
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
。

年金に係る所得税課税対象者へ

「平成 26年分公的年金等の受給
者の扶養親族等申告書」の提出
はお済みですか？　
　提出しないと、より多くの所
得税が引かれます。忘れずに提
出してください。

　市農業委員会委

員選挙で使う農業

委員会委員選挙人

名簿は、毎年 1月

1日現在で作成し

ます。対象となる人は、登載申請を忘れないで

ください。この名簿に登載されないと、選挙で

投票することができません。

●対象　次の条件をすべて満たしている市民

①平成 6年 4月 1日以前に生まれた人

② 10アール以上の農地で耕作の業務を営む農

業経営主、または農業経営主と同居している親

族や配偶者、農業生産法人の組合員、社員、株主

で年間約 60日以上耕作に従事している人

●提出期限　1月 10日（金）

●提出先　市農業委員会事務局（市役所大和庁

舎 2階）、郵送可

※前回名簿登載されている世帯など、該当する

ことが見込まれる世帯には申請書を郵送しま

す。登載申請書は、柳川庁舎 3階選挙管理委員

会事務局、大和・三橋庁舎 1階市民サービス課

に置いています。

　申請手続きの問い合わせは市選挙管理委員会

事務局（☎ 77・8491）、耕作面積の問い合せ

は市農業委員会事務局（☎77・8772）まで。

農業委員会委員選挙人名簿

登載申請をお忘れなく

　最近、「近所でビニール類な
どのごみを野外で燃やしてい
て、煙や悪臭で迷惑している」
といった苦情が多く寄せられ
ています。法律で定められた
方法以外でごみを焼却する行
為は、廃棄物処理法で禁止さ
れています。
　ただし、稲刈りの後にわら
を焼くなどの社会習慣上やむ
を得ない場合は、例外的に認
められます。この場合は、周
辺の迷惑にならないように注
意してください。

　問い合わせは、市生活環境
課（☎77・8485）まで。

野外焼却は禁止

×

基
準
部
賃
金
課
（
☎
０
９
２
・
４

１
１
・
４
５
７
８
）
ま
で
。

20
歳
以
上
の
定
時
制

高
校
入
試
に
特
例
措
置

　
県
立
高
校
定
時
制
課
程
で
は
、

満
20
歳
以
上
で
入
学
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
学
力
検
査
を
行
わ

ず
作
文
で
入
学
者
選
抜
を
行
う
特

例
措
置
を
実
施
し
ま
す
（
一
部
学

校
を
除
く
）。

●
願
書
配
布
場
所　

志
願
す
る
高
校

●
願
書
受
付
期
間　

２
月
18
日

（
火
）
～
25
日
（
火
）

●
試
験
日　

３
月
11
日
（
学
校
に

よ
っ
て
は
２
日
間
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
高
校
教
育
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
０
４
）へ
。

工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
国
内
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
報
告
義
務
が
あ
る
重

要
な
統
計
で
す
。
従
業
員
４
人
以
上

の
す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象

に
12
月
31
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

野焼きの苦情が増えています

農
業
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情報わいど ②

無
料
エ
イ
ズ
迅
速
検
査

　

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
は
、
通
常
1
週
間
か
か
る
検
査

結
果
が
約
1
時
間
程
度
で
分
か
る

「
エ
イ
ズ
迅
速
検
査
」
を
行
い
ま
す
。

（
秘
密
厳
守
）。

●
日
時　

12
月
８
日
（
日
）、
午
後

２
時
～
４
時　
　
　

●
会
場　

同
事
務
所
柳
川
総
合
庁

舎
２
階

●
検
査
項
目　

エ
イ
ズ
迅
速
検
査（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
）、
予
約
不
要
、
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
事
務
所
保

健
衛
生
課
（
☎
72
・
２
８
１
２
）
へ
。

ア
ク
ロ
ス
・
レ
イ
ン
ボ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
in
柳
川

●
日
時
・
会
場　

12
月
15
日
（
日
）、

午
後
２
時
開
演
、
市
民
会
館
第
１

会
議
室

●
内
容　

バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、

チ
ェ
ロ
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
、
無

料
、
申
込
不
要

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
館
（
☎

72
・
５
１
６
８
）
ま
で
。

第
２
回
両
開
漁
協

新
の
り
フ
ェ
ア
開
催

●
日
時
・
会
場　

12
月
７
日
（
土
）、

８
日
（
日
）、
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
両
開
漁
業
協
同
組
合
事
務
所
前

●
内
容　

乾
の
り
、
焼
の
り
、
佃
煮
、

地
元
野
菜
の
販
売
、
巻
き
寿
司
つ

く
り
体
験
、
焼
き
の
り
や
お
に
ぎ

り
な
ど
の
無
料
配
布
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
漁
協
（
☎

72
・
７
１
４
１
）
ま
で
。

筑
後
七
国

12
月
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

□
田
代
の
風
流
（
八
女
市
）

　
化
粧
を
し
た
男
性
な
ど
の
行
列

が
練
り
歩
き
ま
す
。

●
日
時
・
会
場　

12
月
８
日
（
日
）、

午
後
１
時
～
４
時
、
八
女
市
黒
木

町
田
代
地
区

　

問
い
合
わ
せ
は
、
八
女
市
文
化
課

（
☎
０
９
４
３
・
23
・
１
９
８
２
）
へ
。

□
木
ろ
う
の
里
み
や
ま
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
（
み
や
ま
市
）

　
ろ
う
そ
く
の
明
か
り
の
中
で
、

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
・
会
場　

12
月
21
日
（
土
）、

午
後
６
時
30
分
開
演
、
保
健
医
療
経

営
大
学
（
み
や
ま
市
瀬
高
町
高
柳
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
木
蝋ろ

う

の
里
み

や
ま
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
実
行
委

員
会
の
長
野
委
員
長
（
☎
０
９
０
・

８
６
２
３
・
３
０
９
０
）
ま
で
。

ひ
と
り
親
家
庭
の

養
育
費
相
談

　
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
母
子
家
庭
の

お
母
さ
ん
や
父
子
家
庭
の
お
父
さ

ん
、
離
婚
協
議
中
の
人
を
対
象
に
、

養
育
費
の
無
料
法
律
相
談
や
電
話

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
無
料
法
律
相
談

　

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要

で
す
。

●
日
時　

①
12
月
４
日
＝
午
後
１
時

～
３
時
②
12
月
11
日
＝
午
後
６
時
30

分
～
８
時
30
分
③
12
月
18
日
＝
午
後

１
時
～
３
時
④
12
月
25
日
＝
午
後
６

時
30
分
～
８
時
30
分
⑤
１
月
８
日
＝

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

※
各
日
程
４
人
ず
つ
、
１
人
当
た

り
の
相
談
時
間
は
30
分
で
す
。

●
会
場　

①
②
④
⑤
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
東
棟
６
階
（
春
日
市
原
町
）、

③
柳
川
庁
舎
第
３
会
議
室

●
予
約
電
話　

①
②
④
⑤
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
２
２
、
③
０
９
２
・

５
８
４
・
３
９
３
１
（
平
日
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）

□
電
話
相
談

●
受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

　

相
談
電
話
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
）
ま
で
。

司
法
書
士
に
よ
る

本
人
訴
訟
支
援
相
談
会

　
県
司
法
書
士
会
は
、「
本
人
訴
訟
」

の
相
談
に
司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ

る
面
談
相
談
と
電
話
相
談
を
開
催
し

ま
す
。「
本
人
訴
訟
」
と
は
、
弁
護

士
な
ど
の
代
理
人
を
立
て
な
い
で
本

人
が
裁
判
所
に
出
廷
し
、
訴
訟
手
続

き
を
進
行
し
て
い
く
方
法
で
す
。
代

理
人
に
依
頼
す
る
場
合
に
比
べ
、
費

用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
面
談
相
談
（
予
約
不
要
）

●
日
時　

12
月
14
日
（
土
）、
午
前

９
時
45
分
～
午
後
３
時

●
会
場
　
県
司
法
書
士
会
会
館
（
福

岡
市
中
央
区
舞
鶴
）

●
定
員
　
12
組
（
１
組
50
分
）

□
電
話
相
談

●
受
付
日
時　

12
月
14
日
（
土
）、

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

相
談
電
話
、
問
い
合
わ
せ
は
、

同
会
の
金
田
さ
ん
（
☎
０
９
２
・

７
２
２
・
４
１
３
１
）
ま
で
。

広報やながわは、自主財源確保のため有料広告を掲載しています。有料広告は随時募集中です。

▶行政相談　5 日＝大和庁舎、18 日＝柳川庁舎市民相
談室。13:00 ～ 16:00。古賀壽代相談委員（☎ 73・
6927）、境照廣相談委員（☎ 76・2572）、石橋功亘相
談委員（☎ 72・3850）が国や県、市への要望、苦情
などの相談に応じます。
▶法律相談　11 日＝市民会館、18 日＝大和庁舎、25
日＝三橋公民館。13:00 ～ 16:00。弁護士が相談に応
じます。要予約。予約は毎月 1 日、8:30 から受け付け（土
日、祝日、1 月 1 ～ 3 日を除く）、各会場先着 6 人。【問】
柳川庁舎市民課（☎ 77・8472）
▶人権相談　5 日＝大和庁舎、三橋庁舎、水の郷。13:00
～ 16:00。この他、毎週月～金曜 (年末年始、祝日を除く)、
8:30～17:15。【問】法務局柳川支局 3 階（☎ 72・2640）
▶交通事故相談　5 日、12 日、19 日、26 日、10:00 ～
15:00、県柳川総合庁舎。電話相談は土日、祝日を除く
毎日【問】県生活安全課（☎ 092・622・0403）
▶年金相談　祝日を除く毎週木曜、10:00 ～ 15:00、柳
川商工会館。要予約 ( 大牟田年金事務所☎ 52・5294)
▶税務相談　事業者のみ対象、毎月第 2 水曜、13:30
～ 15:30、柳川商工会館（要予約☎ 73・7000）
▶子ども・母子・婦人相談　月～金曜、市子育て支援課。
子育ての不安・悩みごと、離婚、夫の暴力などの相談に
応じます（☎ 77・8524）
▶女性相談　12 日、10:00 ～ 15:00、法務局柳川支
局 3 階、原則、女性の相談（☎ 72・2640）
▶宅地建物の無料相談　10日、13:00～15:00、柳川庁舎市
民相談室。【問】県宅建協会柳川地区事務所（☎74・0874）
▶心配ごと相談　毎週木曜、10:00 ～ 15:00、水の郷。

【問】市社会福祉協議会（☎ 72・5347）
▶身体障害者相談会　14 日＝水の郷、21 日＝まほろばや
まと、28 日＝サンブリッジ、13:30 ～ 16:00【問】市
身体障害者福祉協会荒木さん（☎ 090・3328・8041）
▶こころの健康相談　毎週木曜（第 4 木曜を除く）、
13:00 ～ 15:00、南筑後保健福祉環境事務所。心の悩
みや病気を専門医などに相談。要予約 ( ☎ 72・2176)
▶子どもホットライン 24 南筑後　☎ 0942・52・
4949。南筑後教育事務所で毎日 24 時間対応します。
▶教育相談　☎74・5955。土日、祝日を 除く毎日、9:00
～ 17:00、柳川市教育研究所
▶職業相談　土日、祝日を除く毎日、8:30 ～ 17:00、
市職業相談室（三橋庁舎 4 階☎ 74・1288）
▶柳川・みやま消費生活センター　毎週月～金曜( 年末年始、
祝日を除く )、9:00 ～16:30、大和庁舎1階 ( ☎ 76・1004)

12月の無料相談おでかけ・イベント情報

地方発送も承ります!!

■イベント
●おいでメッセ柳川「2周年記念フェア」＝
6日（金）～ 9日（月）
●第 167 回甲斐病院サロンコンサート＝ 6
日（金）、14:00 ～、同病院 5階作業療法室
●第19回ヤング川柳大会表彰式＝7日（土）、
10:30 ～、あめんぼセンター 2階 AVホール
●第11回あめんぼ読書感想画表彰式＝21日
（土）、10:30～、あめんぼセンター2階AVホール
●第 123回柳川健康・文化ウオーキング「長
谷健のふるさと宮永コース」＝ 22日 ( 日 )、
9:15 ～、からたち文人の足湯集合、参加費
高校生以上 200円
●沖端キャンドルカウントダウン＝ 31 日
（火）、22:00 ～（花火点火は 1日、0:00 ～）、
沖端商店街掘割沿い
■スポーツ
●市 9人制バレーボール大会兼第 31回桝谷
杯バレーボール大会＝ 8日（日）、9:00 ～、
市民体育館
●市大和B&G海洋センター近圏中学生剣道
大会＝ 15日（土）、9:00 ～、市民体育館
●筑後地区中学親善卓球大会＝ 21日（土）、
22日（日）、9:00 ～、市民体育館
●柳川カップバレーボール大会＝ 23日（月・
祝）、9:00 ～、市民体育館
■講座
●大和公民館女性楽級「ちぎり絵」＝ 5日
（木）、13:30 ～、同公民館
●両開公民館まほろば大学「しめ縄教室」＝
6日（金）、10:00 ～、同公民館
●三橋公民館けやき学園高齢者大学「教養講座」
＝11日（水）、10:00～、同公民館大ホール
●昭代公民館「女性教室」＝12日（木）、「高
齢者教室」＝20日（金）、13:30～、同公民館
●有明校区公民館「料理教室」＝ 14日（土）、
9:00 ～、大和公民館調理室
●城内公民館成人学級「しめ縄作り」＝ 20
日（金）、10:00 ～、市民体育館

イ
ベ
ン
ト



●
試
験
日　

１
月
18
日
（
土
）

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
福
岡
地
方

協
力
本
部
柳
川
地
域
事
務
所
（
☎

72
・
７
７
９
４
）
ま
で
。

古
賀
政
男
記
念

大
川
音
楽
祭
出
場
者
募
集

●
部
門　

①
古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
部

門
②
一
般
歌
謡
部
門
③
民
謡
部
門

●
申
込
方
法　

①
②
自
分
の
歌
声

を
録
音
し
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
や

Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
を
送
付
③
出
場
申
込

書
と
申
込
金
１
５
０
０
円
（
郵
便

為
替
、
現
金
書
留
）
を
添
え
て
送
付

●
送
付
先
　
古
賀
政
男
記
念
館
大
川

音
楽
祭
係
（
〒
８
３
１
・
０
０
２
６

大
川
市
大
字
三
丸
８
４
４
番
地
）

●
応
募
締
切
　
12
月
20
日
（
必
着
）

　

詳
し
く
は
、
同
館
（
☎
86
・
４

１
３
３
）
ま
で
。

小
児
救
急
講
演
会

●
日
時
・
会
場　

12
月
12
日
（
木
）、

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
会
場　

県
柳
川
総
合
庁
舎
２
階

大
会
議
室

●
内
容　

高
木
病
院
の
栁
井
文
男

小
児
科
部
長
が
「
知
っ
て
お
く
と

安
心
『
こ
ど
も
の
救
急
』」
と
題
し

て
講
演
、
無
料

●
対
象
者　

乳
幼
児
の
保
護
者
や

小
児
救
急
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど

●
申
込
締
切　

12
月
９
日
（
月
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、
県

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総
務

企
画
課
（
☎
72
・
２
１
１
１
）
へ
。

矢
部
川
の
景
観
保
全
と

復
興
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　
矢
部
川
を
つ
な
ぐ
会
は
、
こ
れ

か
ら
の
矢
部
川
の
あ
る
べ
き
姿
を

考
え
る
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
22
日
（
日
）、
午
後

１
時
～
５
時

●
会
場　

お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル
（
八
女
市
本
町
）

●
内
容　

八
女
市
景
観
審
議
会
委

員
長
の
馬
場
紘
一
さ
ん
に
よ
る
基

調
講
演
な
ど
、
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
（
☎
０

９
４
３
・
42
・
４
３
０
０
）
ま
で
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
先
生
が
思

春
期
の
心
に
つ
い
て
講
演

●
日
時　

12
月
24
日
（
火
）、
午
後

２
時
30
分
～
４
時
30
分

●
会
場　

お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
ホ
ー
ル
（
八
女
市
本
町
）

●
内
容　

西
九
州
大
学
非
常
勤
講
師

の
「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
先
生
」
こ
と
吉

村
春
生
さ
ん
が
「
心
が
か
ぜ
を
ひ
く

と
き
～
安
心
感
と
自
立
～
」
と
題
し

て
講
演
。
無
料
、
先
着
１
５
０
人

●
申
込
締
切　

12
月
16
日
（
月
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
係
（
☎
72
・
２
１
７
６
）

ま
で
。

15 広報やながわ 2013.12.1 14広報やながわ 2013.12.1

情報わいど ③

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

保
育
園
の
入
所
手
続
き

　

来
年
４
月
か
ら
保
育
園
に
入
園

す
る
園
児
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
済
ん
で

い
な
い
人
は
、
で
き
る
だ
け
早
く

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
場
所　

各
保
育
園
、
市
役

所
柳
川
庁
舎
子
育
て
支
援
課
、
大

和
・
三
橋
庁
舎
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

●
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
家
庭
で
の

保
育
が
困
難
な
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
市
子
育
て
支

援
課
（
☎
77
・
８
５
２
３
）
ま
で
。

あ
な
た
の
知
識
や
経
験
を

地
域
の
子
育
て
支
援
へ

　

県
は
、
知
識
や
経
験
が
豊
か
な

高
齢
者
に
、
地
域
の
子
育
て
支
援

の
現
場
で
活
躍
し
て
も
ら
う
「
子

育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー

に
な
る
に
は
、
す
べ
て
の
無
料
認

定
研
修
会
の
受
講
が
必
要
で
す
。

●
研
修
日
程　

１
月
７
、
10
、
16
、

22
、
28
、
30
、
31
日

●
研
修
会
場　

九
州
芸
文
館
（
筑

後
市
大
字
津
島
）

●
対
象
　
60
歳
以
上
で
子
育
て
支

援
活
動
に
関
心
が
あ
る
人

●
申
込
締
切
　
12
月
25
日
（
水
）

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、「
ふ

く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」
コ
ー

ナ
ー
（
☎
０
９
２
・
４
８
１
・
１

３
１
２
）
ま
で
。

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
・

失
効
講
習
を
開
催

●
日
時　

12
月
21
日
（
土
）、
午
前

９
時
30
分
～
（
受
付
は
午
前
９
時
）

●
会
場　

市
民
会
館
第
２
会
議
室

●
講
習
料　

▽
更
新
＝
９
０
０
０

円
▽
失
効
＝
１
万
５
０
０
０
円

●
受
講
に
必
要
な
物　

小
型
船
舶

操
縦
免
許
証
、
印
鑑
、
免
許
証
の

記
載
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
は
本

籍
地
記
載
の
住
民
票
。
受
講
希
望

の
人
は
必
ず
事
前
に
申
し
込
み
を

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

入
枝
海
事
事
務
所
（
☎
０
９
９
・

２
８
１
・
７
７
５
３
）
ま
で
。

火
の
用
心
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

●
日
時　

２
月
９
日
（
日
）、
午
前

８
時
30
分
集
合

●
会
場　

市
民
体
育
館
、
城
内
小

学
校
体
育
館

●
種
目　

▽
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
で
構

成
さ
れ
た
チ
ー
ム
▽
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
（
レ
デ
ィ
ー
ス
、
ト

リ
ム
）
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
し
て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム
。
参
加
無
料

●
受
付
期
間　

12
月
２
日
～
16
日

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

市
消
防
本
部
予
防
課
査
察
指
導
係

（
☎
74
・
０
１
２
１
）
ま
で
。

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

●
対
象　

中
学
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
来
年
４
月
１
日
現
在
で
17
歳
未

満
の
人

●
申
込
締
切
　
１
月
10
日
（
金
）

2月 11日からさげもんめぐり開催

お内裏様・お雛様カップル
2組募集します
　2月 11日から 4
月 3 日まで開催さ
れる柳川雛

ひな

祭り「さ
げもんめぐり」。2
月 11 日（火・祝）
の始祭と 3 月 16
日（日）のおひな
様水上パレードに
参加できる、お内
裏様とお雛様にな
るカップルを募集
します。

●応募資格　当日（水上パレード雨天順
延時は 3月 21日）パレードに参加でき、
マスコミの取材に協力できる男女 2組

●応募期間　12月 9日（月）、午前 9時
～ 1月 15日（水）、午後 5時

●その他　書類審査と面接を行います。
当日の衣装は実行委員会で準備。選ばれ
たカップルには記念品を贈呈します。
　申し込み、問い合わせは、市観光協会（☎
73・2145）まで。

　今年も西鉄柳川駅周辺にイルミ
ネーション「水郷冬蛍」が点灯します。
5万個の LED 電球による光イルミ
ネーションをぜひご覧ください。　
●期間　～来年 1月 19日（日）
●点灯時間　午後 5時 30 分～午前
0時
　問い合わせは、柳川市商工会（☎
73・5400）まで。

広報やながわは、自主財源確保のため有料広告を掲載しています。有料広告は随時募集中です。

　幻想的なろうそくの灯りを眺めな
がら、電気のないゆったりとした夜
を過ごしてみませんか。　
●日時　12 月 21 日（土）、午後 6
時～（フリーマーケット＝午後 3時
～、復興支援イベント＝午後 6時～）
●会場　真勝寺（新町）
●内容　東北物産品や支援グッズの
販売、持続可能な社会を目指すパネ
ル展など
※駐車場に限りがありますので、公共交
通機関や自転車、徒歩でお越しください。
　問い合わせは、成清さん（☎
090・1085・4153）まで。

震
災
・
水
害
復
興
応
援
イ
ベ
ン
ト

燈
明
の
夜
in
柳
川

●対象　ひな段があり、さげもんを５対、
10本以上飾り付ける事業所や民家

●掲載料　1 万円（のぼり 1本含む）
●申込方法　12 月 13 日（金）までに申
込書と掲載料を添えて同会事務局（柳川
市観光協会内）へ申し込み
　問い合わせも、同会事務局（☎ 73・
2145）まで。

さげもんマップの
さげもん処を募集

ウ
イ
ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

水
郷
冬
蛍



美 玲 1 歳 の お 誕
生日おめでとう。
心のきれいな女の
子 に 育 っ て ね !!
美玲大スキだよ♥
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柳川にこの　 あり人vol.40
　

東
京
生
ま
れ
の
山
下
孝
彦
さ
ん
は
昨
年
、
妻
民
江
さ
ん
と
共

に
美
術
工
房
「
か
ら
こ
ま
座
」
を
柳
川
で
立
ち
上
げ
、
市
内
を

中
心
に
人
形
劇
の
公
演
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

山
下
さ
ん
が
人
形
劇
と
出
会
っ
た
の
は
、東
京
の
大
学
に
通
っ

て
い
た
14
年
前
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
漫
画
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
書

く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
山
下
さ
ん
は
、「
人
形
を
作
る
の
は
自
分

に
向
い
て
い
る
か
も
」
と
軽
い
気
持
ち
で
人
形
劇
団
に
入
っ
た

そ
う
で
す
。
入
団
後
、
先
輩
の
熱
心
な
指
導
を
受
け
、
人
形
劇

に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
山
下
さ
ん
。「
せ
り
ふ
と
人
形
の
動
き

が
ぴ
っ
た
り
合
え
ば
、
人
形
が
感
情
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
人
形
劇
の
魅
力
を
話
し
ま
す
。

　

か
ら
こ
ま
座
の
人
形
劇
に
登
場
す
る
人

形
は
約
30
体
。「
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と

山
下
さ
ん
が
こ
だ
わ
る
人
形
は
、
す
べ
て

山
下
さ
ん
夫
妻
の
手
作
り
で
す
。
人
形
は
、

劇
中
に
長
い
時
間
持
っ
て
い
て
も
疲
れ
な

い
よ
う
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
使
っ

て
で
き
る
だ
け
軽
く
作
り
ま
す
。

　

現
在
、人
形
劇
の
作
品
数
は
３
本
。「
も
っ

と
作
品
と
人
形
の
数
を
増
や
し
て
、
多
く

の
人
を
魅
了
し
て
い
き
た
い
」
と
山
下
さ

ん
は
、
今
後
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

川端 美
み れ い

玲 ちゃん 垂見
12 月 7 日生　父：昭仁

●応募方法　写真（裏に名前を明記）と、
赤ちゃんの名前（ふりがな）、生年月日、性別、
保護者 1 人の名前（ふりがな）、住所、電話
番号、一言コメント（30 文字以内）を書い
て、〒 832-8601 市企画課広報広聴係まで
お送りください。
※市役所各庁舎のモニターでも紹介します。
●対象　満 1 歳の誕生日を迎える市内の赤
ちゃん（1 月号は平成 25 年 1 月生まれ）
●締め切り  1月生まれは12月13日（必着）

ネットでも応募できます
　市の公式サイトからインターネットでも応
募できます。デジタルカメラの写真もそのま
ま送れます（確認メールの返信あり）。
●問い合わせ先　同係（☎ 77・8425）
※ 9 日以降生まれは 12 月 15 日号に掲載
※市の公式サイトでも公開します。

もちふみ
デビュー

地域子育て支援センター

親子で遊びに来ませんか
●対象　幼稚園、保育園に通っ
ていない幼児とその家族
▶ピコクラブ＝正光乳児保育園

（細工町☎ 72・9066）で毎週月
～木曜日の午前 10 時～午後 3 時、
毎週金曜日は水の郷キッズルーム
で午前 10 時～ 11 時 30 分
▶わくわくひろば＝垂見保育園

（垂見☎ 73・6742）で毎週月～

金曜日の午前 10 時～午後 3 時
▶バンバン＝あけの保育園（明
野☎ 76・4473）で毎週月～金
曜日の午前 10 時～午後 3 時
▶つどいの広場「このゆびとま
れ」＝市柳城児童館（日吉神社横
☎ 72・7706）で毎週月～金曜日、
午前 10 時～午後 4 時。※ 12 月
16 日（月）は、午後 0 時 30 分～
※ いずれも無料。事前申し込み

が必要な場合があります。
※ 子育て相談は随時受け付けます。17

椛島 千
ち さ と

智 ちゃん 南浜武
12 月 2 日生　父：良平

のあちゃん★誕生
日おめでとぅ。毎
日、のあの笑顔に
癒されてます(*^^*)
生まれてきてくれて
ありがとう ! 病気に
負けないような元気
な子に育ちますよう
に (ヾ@(―(@)ノ

（12 月生まれ）

夫婦二人三脚で
人形劇

山下 孝
た か ひ こ

彦さん
吉富町・36歳

田中 優
ゆ う と

翔 くん 鷹ノ尾
12 月 2 日生　父：翔希

末吉 繕
ぜ ん き

騎 くん 中島
12 月 2 日生　父：宏充

末松 乃
の あ

愛 ちゃん 江曲
12 月 2 日生　父：和樹

萩尾 瑠
る り

璃 ちゃん 中島
12 月 4 日生　母：絵里歌

内田 大
たいよう

陽 くん 下宮永町
12 月 4 日生　父：勝司

脇山 朝
あ さ ひ

陽 くん 蒲船津
12 月 2 日生　父：裕生

嶋田 莉
り お

桜 ちゃん 正行
12 月 8 日生　父：博夫

莉桜ちゃん、お誕生
日おめでとう ! いつ
も 元 気 で 優 し い 笑
顔に毎日癒されてま
す ! いつもありがと
う ! 元気で、優しい
女の子に育ってね !

約
30
体
あ
る
人
形
を
劇
に

よ
っ
て
使
い
分
け
る

お誕生日おめでとう★
年の離れたお姉ちゃん
たちが大好きな我が家
のアイドル★わんぱく
だけど健康にスクスク
育ってくれてありがと
う★

みんなゼンキが大好
きだよ★元気でたく
ましく育ってね !

お誕生日おめでと
う。歩嵩兄ちゃん
と仲良く、これか
らも健やかに育ち
ますように

パパとママを選んで
くれてありがとう !
ずっと家族みんな仲
良しでいようね ! 瑠
璃ちゃんだいすきー !

1 歳のお誕生日おめ
で と う ♪ こ れ か ら
も、たいようのペー
スで元気にたくまし
く育ってね。大好き

佐川 未
み ら と

来翔 くん 有明町
12 月 7 日生　父：裕宣

金子 綸
り ん か

花 ちゃん 細工町
12 月 4 日生　父：繁

Happy Birthday 
りんか♥お兄ちゃ
んたちと仲良く元
気に成長してね♥

吉田 瑛
え い と

仁 くん 柳河
12 月 5 日生　父：聡

お誕生日おめでとう♥
甘えん坊でマイペース
な瑛ちゃん♥これから
の成長がパパとママの
楽しみです♥

お誕生日おめでとう★
あんなに小さく生まれ
たみーくんだけど、こ
の 1 年でいろんな表情
を見せてくれたね。こ
れからも一緒に成長し
ていこうね♥

1 歳お誕生日おめ
でとう★優翔くん
のかわいい笑顔に
いつも癒されてい
ます。これからも
すくすくと元気に
育ってね \(^o^)/

成
績
・
表
彰
コ
ー
ナ
ー

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ
ダ
ン
ス
九
州

代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ

　

12
月
14
日
と
15
日
に
、
さ
い
た

ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
る
第
41
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・

カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
全
国
大
会
に
、
市

内
の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ
ダ
ン
ス
が
出
場

し
ま
す
。　

　

同
チ
ー
ム
は
、
通
常
週
５
日
、

大
会
前
は
土
日
も
含
め
毎
日
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。
11
月
２
日
と

３
日
に
行
わ
れ
た
同
大
会
の
九
州

予
選
に
は
、
選
手
の
保
護
者
た
ち

が
手
作
り
し
た
旗
や
衣
装
な
ど
で

出
場
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
た
演
技
で
、
九
州
代
表
と

し
て
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
同
チ
ー
ム
の
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
る
宮
崎
端
希
さ
ん

（
柳
川
高
校
１
年
）
と
友
添
美
和
さ

ん
（
二
ッ
河
小
４
年
）、
井
上
真
依

さ
ん
（
二
ッ
河
同
３
年
）、
指
導
者

の
上
園
市
子
さ
ん
ら
が
柳
川
庁
舎

を
訪
れ
、
石
橋
副
市
長
に
全
国
大

会
出
場
を
報
告
。
石
橋

副
市
長
は
「
健
闘
を
祈

っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
」
と

選
手
た
ち
を
激
励
し
ま

し
た
。

　

６
歳
か
ら
ダ
ン
ス
を

始
め
た
と
い
う
宮
崎
さ

ん
に
全
国
大
会
で
の
目

標
を
尋
ね
る
と
、「
笑

顔
で
柳
川
に
帰
れ
る
よ

う
に
い
い
結
果
を
残
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
を
挟
ん
で
激
し
い

シ
ャ
ト
ル
の
打
ち
合
い

　

11
月
10
日
、
市
民
体
育
館
で
秋

季
柳
川
オ
ー
プ
ン
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
県
内
外
か

ら
約
１
３
０
人
が
参
加
し
、
白
熱

し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

市
内
か
ら
参
加
し
た
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）

【
男
子
複
Ｂ
】
▽
優
勝
＝
平
野
享
、

三
小
田
晋
（
柳
川
中
央
）【
男
子
複

Ｄ
】
▽
準
優
勝
＝
谷
畑
次
光
、
芳

賀
道
隆
（
柳
川
中
央
）　

石橋副市長に大会の結果を報告した宮崎さん
（後列左）、友添さん（前列右）、井上さん

熱戦が繰り広げられた

　

広
報
や
な
が
わ
11
月
15
日

号
の
７
ペ
ー
ジ
、「
俳
句
」
の

コ
ー
ナ
ー
の
中
で
、
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

【
正
】
古
賀
強
（
吉
原
）

【
誤
】
古
賀
強
（
七
ツ
家
）

お
詫
び
と
訂
正



　　 赤ちゃんコーナー 予防接種（個別接種）コーナー

        成人コーナー

広報やながわ 2013.12.1 広報やながわ 2013.12.1

【教室などの申し込み、問い合わせ】市健康づくり課健康係（☎77・8536）

12月の在宅当番医

■母子健康手帳交付
●�期日・会場　12 月 10 日（火）、

25 日（水）＝柳川庁舎 1 階 14
番窓口

●�時間　受付＝ 9:30 ～ 9:45、説
明＝ 9:45 ～ 10:30

●�対象　市内在住の妊婦さん（配偶者
も一緒にどうぞ。初めてパパにな
る人には父子手帳をお渡しします）

●�内容　赤ちゃんとお母さんのため
の制度説明など

●�持ってくるもの　妊娠届出書、
ボールペン

※�上記日程で都合の悪い人は、健康
係に連絡してください。

■赤ちゃんサロン
●�日時　12 月 3 日（ 火 ）、1 月 7

日（火）、10:00 ～ 11:30
●会場　水の郷「和室」
●�対象　子育て中の人と妊娠中の人
●�内容　育児の悩みや疑問などの座

談会風の意見交換や助産師からの
アドバイス、体重測定など

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
オムツ、バスタオルなど

■離乳食教室（要予約）
 ●�日時　12 月 11 日（水）、10:00

～ 11:30
●会場　水の郷「和室」
●�対象　7 ～ 11 か月児と保護者
●�内容　離乳食のお話、離乳食作り、

個別相談など
●�持ってくるもの　エプロン、三角巾、

タオル、おんぶひも、オムツなど

■親子教室（要予約・定員10組）
●�日時　12 月 4 日（水）、18 日（水）

10:00 ～ 11:30
●会場　水の郷「診察指導室」
●�対象　おおむね 1 歳以上の幼児と

保護者（主に言葉や発達が心配な人）
●�内容　親子遊び、個別相談など

■4か月児健康診査
●�日時　12 月 26 日（木）、受付＝

13:00 ～ 13:45
●会場　水の郷
●�対象　平成 25 年 8 月生まれ
●�内容　身体計測、小児科医の診察、

保健師・栄養士の個別相談
●�持ってくるもの　母子健康手帳、

バスタオル、すくすく台帳（1～2
ページを記入してきてください）

■10か月児健康診査
●�日時　12 月 19 日（木）、受付＝

13:00 ～ 13:45
●会場　水の郷
●�対象　平成 25 年 2 月生まれ
●�内容　身体計測、小児科医の診察、

保健師・栄養士による個別相談、
歯科相談

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
バスタオル、10 か月児アンケー
ト（事前に記入してきてください）

■1歳 6か月児健康診査
●�日時　12 月 12 日（木）、受付＝

13:00 ～ 13:45
●会場　水の郷
●�対象　平成 24 年 5 月生まれ

●�内容　身体計測、診察（内科・歯
科）、フッ素塗布（希望者のみ）、
歯磨き相談、保健相談、栄養相談

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
1 歳 6 か月児アンケート、安全
チェックリスト（事前に記入して
きてください）

■3歳児健康診査
●�対象・日時　①平成 22 年 11 月

生まれ＝ 12 月 5 日（木）②平
成 22 年 12 月生まれ＝ 1 月 9 日

（木）、受付＝ 13:00 ～ 13:45
●�会場　水の郷
●�内容　身体計測、検尿、診察（内科・

歯科）、フッ素塗布（希望者のみ）、
歯磨き相談、保健相談、栄養相談

●�持ってくるもの　母子健康手帳、
3 歳児アンケ－ト、安全チェック
リスト（事前に記入してきてくだ
さい）、当日朝の尿 10cc 程度

※�家庭で視力検査をしてきてくださ
い。

■健康相談
　生活習慣病予防のための無料健
康相談です。血圧測定や検尿、栄
養相談などを行います。
●�日時　12 月 17 日（火）、9:30

～ 11:00
●会場　柳川庁舎 1 階ロビー
●�持ってくるもの　健康手帳など

■12月のいきいきクラブ
　介護予防の教室です。対象は介
護保険を利用していない 65 歳以
上の人。定員は各会場先着 30 人。
日程は右表のとおり。

●�時間　9:30 ～ 11:00

　個別接種分の各種予防接種は次
の表のとおりです。市役所各庁舎
と水の郷にある「母子保健・予防
接種ガイドブック（25 年度版）」
に掲載している実施医療機関へ事
前に予約して、接種してください。

※�各種予防接種は、標準的接種年
齢で接種します。なるべくこの
年齢に接種してください。
※��不活化ポリオ、3 種・4 種混合
と日本脳炎は標準的接種年齢を
記載していますが、未接種の場
合、7歳 6か月未満まで接種で
きます。
※�子宮頸

けい

がん、ヒブ、小児用肺炎
球菌の予防接種は、今年度から
定期の予防接種になりました。
※現在、子宮頸がん予防ワクチン
　の接種は、積極的に勧めていま

　せん。詳しくは、市公式サイト
　をご覧ください。

◆�平成 17 年以降に日本脳炎
1期接種を逃した人へ

　平成 7 年 4 月 2 日から 19 年 4
月 1 日生まれの人は、20 歳未満
まで無料で接種できます。

種類 標準的接種年齢 回数

不活化
ポリオ

【初回接種】生後 3 ～ 12
か月（20 日以上の間隔で
接種）

【追加接種】初回接種後 1
年～ 1 年半

3 回

1 回

BCG 生後 3 ～ 11 か月 1 回

3 種
混合、
4 種
混合

【初回接種】生後 3 ～ 12
か 月（20 日 以 上 56 日 の
間隔で接種）
【追加接種】初回接種後 1
年～ 1 年半

3 回

1 回

麻しん
風しん
混合

【1期】生後 12 ～ 23 か月
【2 期】年長児（受診は 3
月 31 日まで）

1 回
1 回

日本
脳炎

【1期初回】3 ～ 4 歳
【1 期追加】1 期初回接種
後 1 年
【2期】小学 4 年生

2 回
1 回

1 回

接種
済み
回数

これから
接種する
回数

接種間隔

0 回 4 回

6 ～ 28 日あけて 2 回、
2 回目の約 1 年後に 1
回。2 期は 9 歳以上で
1 期終了後 6 日以上あ
けて接種

1 回 3 回

6 日以上あけて 2 回。
2 期は 9 歳以上で、1
期終了後 6 日以上あけ
て接種

2 回 2 回

6 日以上あけて 1 回。
2 期は 9 歳以上で、1
期終了後 6 日以上あけ
て接種

3 回 1 回
9 歳以上で、1 期終了
後 6 日以上あけて接種

19 18

保 健
ガイド

★乳幼児健診の注意事項
　柳川市で初めて健診を受ける
人は、すくすく台帳も持ってき
てください。転入などで台帳を
持っていない人は健康係に連絡
してください。
 　体調のすぐれない子、伝染す
る病気にかかっている子は、体
調が良くなってから健診を受け
てください。

★予防接種の注意事項
 　事前に「予防接種と子どもの
健康」をよく読み、受診の際は
母子健康手帳を必ず持参くださ
い。予診票は保護者が責任を持っ
て記入してください。
　保護者以外の親族などが予防
接種に連れていく場合は、保護
者の「委任状」が必要です。委
任状の用紙は健康係にあります。

会場 曜日 実施日

サンブリッジ 月 2 日、16 日

両開公民館 水 4 日

昭代公民館 木 5 日

まほろばやまと A・B 月 9 日

皿垣公民館 火 10 日

崩道公民館 水 11 日

蒲池公民館 木 12 日

水の郷 金 13 日

上塩塚公民館 火 17 日

ほっと情報

　日曜、祝日の在宅当番医を紹介しま
す。当番医は変更する場合があります
ので、受診する前に医療機関や当日の
新聞などで確認してください。問い合
わせは、各医療機関へ。
●診療時間　午前 9 時～午後 5 時（医
療機関で異なる場合あり。受診の前に
電話で確認を）
【12月 1日（日）】
�▷内科系＝まつなが内科クリニック（鬼童
町☎72・5711）▷外科系＝東山クリニッ
ク（みやま市瀬高町長田☎ 64・4130）
【12月 8日（日）】
�▷内科系＝長田病院（下宮永町☎ 72・
3501）、工藤胃腸科内科医院（みやま
市瀬高町太神☎ 63・7711）▷小児科
＝藤野医院（中島☎ 76・0011）▷
外科系＝大城医院（矢留本町☎ 73・
2427）、石橋眼科医院（みやま市瀬高
町下庄☎ 62・2688）
【12月 15日（日）】
▷内科系＝益子医院（茂庵町☎ 73・
2053）▷外科系＝藤吉クリニック（中
町☎ 74・4025）
【12月 22日（日）】
▷内科系＝やながわクリニック（下百町
☎73・8755）▷小児科・内科＝金子病
院（久々原☎ 73・3407）▷外科系＝
溝上整形外科医院（塩塚☎ 76・1234）
【12月 23日（月・祝）】
▷内科系＝村石循環器科・内科（蒲船津
☎ 73・0099）▷外科系＝あだち医院（み
やま市瀬高町太神☎ 63・2677）
【12月 29日（日）】
▷内科系＝わたなべ内科クリニック（矢
加部☎ 72・1636）▷外科系＝植田医
院（みやま市山川町尾野☎ 67・2737）
【12月 30日（月）】
▷小児科・内科＝入江内科小児科医院

（みやま市瀬高町本郷☎ 62・3552）
▷外科系＝耳鼻咽喉科伊東医院（高畑
☎ 72・2557）、一般財団柳川病院（筑
紫町☎ 72・6171）
【12月 31日（火）】
▷内科系＝川口内科医院（高畑☎ 73・
2007）▷外科系＝江頭整形外科医
院（本城町☎ 73・8480）、阿部皮膚
科医院（みやま市瀬高町下庄☎ 62・
3404）
【内科救急指定病院】
長田病院（下宮永町☎ 72・3501）

メタボの予防、改善に特定保健指導を受けましょう

　特定健康診査を受診した結果、
「生活習慣病になる可能性が高い
が、生活習慣を改善することで予
防効果が期待できる」と判断され
た人へ向けて、「特定保健指導」を
実施しています。
　特定保健指導とは、メタボリッ
クシンドローム（内臓脂肪症候群）
の予防、改善のために自分の健康
状態を知り、生活習慣を自分で改
善できるようにするもの。保健師

や管理栄養士が目標や取り組み内
容を一緒に考え、より効果的に実
践できるように支援します。
　特定保健指導は「動機づけ支援」
と「積極的支援」に分かれます。
メタボリックシンドロームになる
可能性の高い人には、「積極的支援」
を行います。
　市国民健康保険の加入者で特定保
健指導の対象になった人は、市健康
づくり課から案内をお知らせします。

5 年後、10 年後の健康のために、ぜ
ひ特定保健指導を受けてください。
■動機づけ支援とは…
　生活習慣を改善する必要性を理
解し、実行可能な目標を立て、行
動に移せるように支援します。

■積極的支援とは…
　自分の健康状態を自覚し、実行可
能な目標を立て、定期的に確認や見
直しをしながら、生活習慣の改善を
実践できるように支援します。
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